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装置中に固定した8個のHAディスク上に形成されたデンタルバイオフィルムを経時的（1, 4, 8, 12, 16, 24, 48, 60, 72お
よび96時間後）に評価した。評価は、バイオフィルム形成細菌の生菌数測定、走査型電子顕微鏡  (SEM)および透過




















 5. バイオフィルム形成細菌の同定 




























となり、96時間後には短期間と比較し、統計学的に有意に増加していた（ P < 0.05 ）。これは通性嫌気性菌である
Streptococcus属が初期段階で急速な増加を示した後、バイオフィルム内が嫌気的環境になることで、その後偏性嫌気
性菌であるFusobacterium属、Prevotella属およびPorphyromonas属が急速な増加を示したのではないかと推察される。
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論文審査の結果の要旨 
 
本研究は、ヒトの口腔で歯肉縁上デンタルバイオフィルムを形成・評価できるモデルを
開発し、形成した実験的バイオフィルムを経時的かつ包括的に検索したものである。 
その結果、実験的デンタルバイオフィルムの生菌数は二相性に増加することが明らかに
なり、それは通性嫌気性菌が主体であった細菌叢が成熟するにつれて偏性嫌気性菌の割合
を増すことにより生じることを解明した。 
以上の研究成果は、ヒトのデンタルバイオフィルムの形成メカニズムを解明するうえで
重要な知見であり、本研究は博士（歯学）の学位授与に値するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
